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(別紙１） 本シートは平成26年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

診
療

0.40

教
育

0.20

0.10

ポリクリ実習全グループに対して講義、総回診指導、外来指導を実施でき
た。

2型糖尿病及び肥満患者からの採血を30検体、及び健常者の採血を9検体
実施した。それぞれ検体処理を行い共同研究者である沖縄科学技術大学
院大学のユニットへ送り解析を実施した。

0.15

研
究

学生へ基礎講義及び病棟実習を通じた指導教育を行い知識定着を
図る。

0.15

西日本肥満研究会の副事務局長として運営に関わったこと、また第51回日
本糖尿病学会九州地方会の運営に関わり、それぞれ市民講座などを通じて
啓蒙活動に携わった。また小児糖尿病のサマーキャンプに参加し啓蒙につ
とめた。

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

琉球大学医学部内分泌代謝・血液・膠原病内科学
講座(第二内科)

職　　名

第二内科病棟の患者の診療、及び外来での専門外来診療に携わる。

助教

第二内科病棟、及び内科外来にて内分泌・代謝・膠原病疾患の患者に対し
診療に携わった。

0.10

0.10

0.35

第二内科病棟のリスクマネージャーとして月1回の連絡会議に参加した。ま
た病棟で発生する医療リスクの軽減のため医師や看護師と協力して対応し
た。臨床研修医のチューターとして初期研修の教育・センター運営に協力し
た。

大学院生の研究テーマについて定期的に意見を交換した。また学生に対し
適宜進路指導を行った。

啓蒙活動として糖尿病週間の講演会や健康相談などのイベントを行
う。
西日本肥満研究会の副事務局長として運営に関わる。
小児糖尿病のサマーキャンプに参加する。

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.15

0.10 臨床研究としてメタボローム解析を推進する。

大学院生の研究テーマの相談及び指導を行う。
学生の学問的な興味を確認し適宜進路指導を行う。

リスクマネージャー、及び臨床研修医の第二内科チューターとして運
営に関わる。

管
理
運
営

0.10

0.10

平成２５年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

砂川　澄人 所　　属

領
域

名　　前

業務
ウェイト比
（予定）

平成２５年度　年度目標設定 平成２５年度　年度末自己点検結果
業務

ウェイト比
（実績）
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第一外科
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第一外科



第二外科



第二外科



第二外科



第二外科



脳神経外科



脳神経外科



整形外科



整形外科



整形外科



整形外科





皮膚科



皮膚科



皮膚科



皮膚科

igzsoumu
タイプライターテキスト
療。



泌尿器科



耳鼻咽喉科

igzsoumu
線



耳鼻咽喉科

igzsoumu
線



眼科



精神科神経科



精神科神経科



放射線科



放射線科



放射線科



麻酔科



麻酔科



麻酔科



歯科口腔外科



手術部



手術部

igzsoumu
タイプライターテキスト
う。

igzsoumu
タイプライターテキスト



手術部



手術部



地域医療部



救急部



集中治療部



輸血部



医療情報部



周産母子センター



周産母子センター



周産母子センター



周産母子センター

igzsoumu
線



周産母子センター



周産母子センター



病理部



光学医療診療部



光学医療診療部

igzsoumu
タイプライターテキスト



がんセンター



遠隔画像診断センター



遠隔画像診断センター



骨髄移植センター



骨髄移植センター



地域医療システム学講座




